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研究成果の概要（和文）：我々は、拒絶免疫の誘導による未分化細胞除去法のProof of Conceptとして、ES細胞
自体をマウスにワクチンすることで大量の同種マウスiPS細胞に対して奇形腫形成を抑制することが可能である
ことを確認した。マウス細胞を用いた同種移植のin vivoの奇形腫形成の実験系を確立するとともに、既にワク
チンによる免疫反応により奇形腫形成の抑制が可能であることのProof of Concept を得た。1x10�Iーダーの
未分化細胞に対してはワクチンにより奇形腫形成が起こらなくなることを確認し、未分化細胞の除去をin vivo
で行うことの可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：To establish of proof of concept of removal of pluripotent cells from 
induced pluripotent stem cell-derivatives, we tried to applied human embryonic stem cells to in vivo
 vaccination. In in vivo experiments of mouse assay, growth of teratoma which was derived from 
transplanted syngeneic mouse induced pluripotent stem cells were suppressed when mouse was 
vaccinated with irradiated human embryonic stem cells before transplantation. Additionally, 
vaccination with human embryonic stem cells completely inhibit teratoma formation when 1x10�
syngeneic mouse induced pluripotent stem cells were transplanted. These results indicated that 
immune rejection against antigens which exists in pluripotent stem cells can be applicable to 
removal of pluripotent cells from induced pluripotent stem cell-derivatives in vivo.  

研究分野： 循環器内科

キーワード： 再生医療　iPS細胞　免疫療法　がんワクチン
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１．研究開始当初の背景

近年、
ースとして大きな注目を集めている。
細胞由来の分化細胞を移植に用いる際に、
未分化細胞
が引き起こされる
験で報告されており、
量移植の際
化を回避する技術を開発することが必須な
ものとなっている。
の領域では
されており、より高精度の未分化細胞除去
が求められる。

仮に万が一未分化な
に混入したまま移植が行われた場合、腫瘍
発生後に、外科的に切除を行うほか有効な
手段は存在しない。しかし移植部位によっ
ては再手術が患者にとって高リスクな手術
となり得る可能性があり、
肢を確立することが安全性の担保のために
重要である。

そこで我々は、移植後に混入した未分化
細胞を体内で免疫反応により特異的に排除
できれば、奇形腫形成の予防が可能となる
と考え
の段階で、それらの発現する未分化マーカ
ーを標的として特異的に排除する拒絶免疫
を、ワクチンによって体内に誘導すること
ができれば、
際して奇形腫形成を抑制することが可能と
なる。さらには、三胚葉分化能を持つ未分
化細胞は奇形腫にとってはある種のがん幹
細胞であるともいえ、これを抑制すること
で腫瘍形成後にも腫瘍を縮小、または腫瘍
の発育を抑制でき
れた。
 
２．研究の目的

iPS
に生着させずに除去するかに関して
分化細胞を特異的に拒絶する免疫環境を体
内に意図的に作り出すことができれば、未
分化細胞の混入による腫瘍形成の問題を解
決できる。

当研究
ーゲットとしたワクチン治療の確立を目指
すものであり、マウスを用いた同系移植の
実験系で有効性を評価し、将来的なヒトで
の応用に繋げる研究である。未分化細胞を
ターゲットとしたワクチン治療が確立され
れば、
されている免疫抑制下での
植における
もつ臨床応用可能な腫瘍形成予防法、およ
び治療法として応用可能である

近年、
ウイルスを用いた予防ワクチンが期待を集
めている。センダイウイルスベクターはマ
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